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	地域のネットワーク
	みえるかガイド
	～ダイジェスト版～

	はじめに
	～岡山市支援付就労推進事業が目指していること～
	この「地域のネットワークみえるかガイドBOOK　～ダイジェスト版～」は、
	生活の中で発生する様々な「お困りごと」を一緒に考え応援してくれる相談場所や、 この趣旨を理解していただいた、岡山市内の企業やNPO法人で参加できる居場所などの社会参加の場の情報を掲載しています。


	このガイドの使い方
	この「ダイジェスト版」は令和5年度冊子「地域のネットワークみえるかガイドBOOK」の簡易バージョンとして誕生しました！
	このガイドはホームページへダイレクトに飛ぶための「みちしるべ」です。 ぜひ、それぞれのページのQRコードを読み取り、ホームページの情報を ご覧ください！
	是非こんな場面でもご活用下さい！
	① 支援者様の情報収集として 　日々の活動のなかで、生活・就労に関する相談窓口や居場所について情報収集したい。
	② ご利用者と一緒に 　相談場面でこんなサービスがあったらいいなという時に、 「よければ、ちょっと一緒に見てみましょうか」と一緒に見て検討 　する機会に。
	まずは、本誌やホームページを見て、新たなつながりのきっかけにしていただければ幸いです。

	お問い合わせ先
	岡山市支援付就労推進センター
	086-201-4108
	086-201-4107
	shientuki@roukyou.gr.jp


	生活に不安を感じたらご相談ください
	生活困窮者自立支援法では、就労の状況、心身の状況、地域社会との関係性その他の事情により、現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある者を「生活困窮者」と定義されました。
	将来的な困窮の可能性も含め対象を広く捉え、断らない支援を心がけています。 相談者の自立と尊厳を尊重しつつ、生活困窮状態と社会的孤立を解消しつながりを再構築していくことをめざします。
	ご利用開始までの流れ
	生活に お困りの方
	岡山市寄り添い サポートセンター

	0800-200-8730
	ご相談
	ご利用開始


	はじまりは ここから！
	岡山市寄り添いサポートセンター　　
	事業内容（相談内容）
	仕事がなかなか決まらない、借金の返済が大変、家賃が払えない、どこに相談していいかわからないなど生活に関する困りごと相談を受け、相談支援員がいっしょに考え、自立に向けたサポートを行います。
	運営団体 社会福祉法人岡山市社会福祉協議会


	各事業に つなげます！
	みんなで連携をしてあなたをサポート！


	仕事
	福祉ジョブ・サポート・スペース
	寄り添いサポートセンターの 就労支援
	就職サポート事業
	支援付就労推進事業
	就労準備支援事業
	職業紹介動画
	住まい
	住居確保給付金
	岡山市居住支援事業

	お金
	岡山市家計改善支援事業

	子どもの学習支援
	岡山市子どもの学習サポート事業（訪問・遠隔型）
	岡山市子どもの学習サポート事業（通所型）

	地域づくり
	ボランティア
	認定就労訓練事業
	寄り添いサポートセンターの 住まい支援


	民間団体の事業情報
	地域のつながりを目指して…
	行政機関、NPO法人や社会福祉法人などの民間団体、地域のボランティア、フードバンク等の地域の多様な社会資源が多様な形でつながり、困難を抱えた方をひとりの住民として地域全体で受けとめ、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていくことをめざします。

	ネットワーク参画団体について
	いっしょに動く
	地域で“　　　　　　”仲間を募集しています！
	参画団体一覧はコチラ
	ネットワークに参画すると…
	参画方法


	ご利用の流れ
	ご相談
	086-201-4108
	地域のつながり づくりのお手伝い！

	困りごと解決！
	新たな取り組み の誕生！


	カテゴリ別QRコード
	誰もが安心して暮らせる地域をみんなでつくっていくための ネットワーク参加団体をご紹介します。 下記QRコードからカテゴリ別の事業情報を閲覧することができます。

	きっと見つかる 素敵なつながり
	Ｒ5年度版 地域のネットワークみえるか ガイドＢＯＯＫ
	Ｒ６年度版 地域のネットワークみえるか ガイドＢＯＯＫ　おしごと編


